
 

 

 

 

  

 

１月１６日（月）に創立記念集会が行われました。今年度で１２

１周年になりました。その中で、月桂樹の真ん中に「洗心」と記

されている校章の意味や、「洗心學校」の名付け親である初代

県令「三島通庸」のこと、それからずっと受け継がれてきた「洗

心あいうえお」の精神についての話をしました。 

今年度は子ども達に分かりやすく合言葉を「あおいもうえよお

（う）」と変えて説明してきました。「あお」は「あいさつとおじぎ」、「いも」は「いっしょうけんめい目標

に向かう」、「うえ」は「美しい行いと笑顔でチャレンジ」、「よお」は「よい思いやり」というような意味

です。１学期前半は「あいさつ」に「おじぎ」を付け加えることを、後半は夏休みも含め、「いっしょうけ

んめい自分の目標に向かうこと」、２学期前半は「美しい行いと笑顔でチ

ャレンジ」することを、具体的な場面を通して説明してきました。この日

は、２学期後半にがんばってほしいこととして、「よいおもいやり」につい

て、「おせっかい」と「おもいやり」は違うこと、相手の気持ちになって考え

たり想像したりすることが「おもいやり」であることを話しました。 

 

 

 右と下の写真は、雪の降りしきる朝、学校の玄関での子ども達の様子で

す。通学班長の高学年の人が低学年の人のラン

ドセルに積もった雪を払っています。お互いに雪

を払う姿も見られます。また、階段に長靴の先をト

ントンとぶつけて雪を払う姿もあります。誰かに言

われたのではなく、このようなことが自然にできる

子ども達に感動しました。雪国で育つ子ども達な

らではの光景であり、心がとても温まりました。この様子は上述し

た創立記念集会でも、「よいおもいやり」はすでに、みなさんの中に

ありますと紹介したところです。本当に素晴らしい姿ですね。 

 

 

 １月１９日（木）には、用務員の髙橋さんと、調理師の川又さん中山さんに日頃の感謝の気

持ちを伝える会が開かれました。はじめに、洗心委員会のみなさんが３人の先生方にインタ

ビューをしました。学校生活の中で一番うれしかったことや座右の銘、好きなスポーツなどを

お聞きしながら、３人の先生の人柄に触れました。その後、洗心委員長の森瑞歩さんが、み

んなが安全に楽しく過ごせるように学校の整備をしてくださって

いることや、栄養のバランスのとれた給食を毎日作ってくださっ

ていることへの感謝の言葉を述べ、最後に３人の先生方からメ

ッセージをいただきました。「みなさんからの心のこもったメッセ

ージや花束をいただいて、明日から給食をがんばって作りた

い。」「卒業式まであと２ヶ月、安心安全な学校にしていきた

い。」という言葉をいただきました。心温まる会になりました。 
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１月１９日（木）は前 PTA 会長の斉藤弘昭

さんに、１月２４日（水）と 25 日（木）は元

教頭先生の松田清純さんに講師をお願

いしてアルペンスキー学習を行いました。

３・４・５・６年生の子ども達に上手なターン

の仕方を、とてもていねいに分かりやすく教えていただきました。３年生は今年からアルペン

スキーに挑戦していますが、斉藤さんや松田さんの指導もあり、スキーの操作の仕方を覚え、

ゲレンデの上からプルークボーゲンで滑り降りることができるようになった人もいます。お忙し

い中、子ども達のために時間を取ってくださり、大変ありがとうございました。 

 

 

 

１月２０日（金）には、５・６年生

が総合的な学習の時間で栽培

し収穫したそばの実を使ってそ

ば打ちの体験を行いました。「そ

ばや ゆきむろ」店主の赤塚信

一さんと、村山市農村文化保存伝承館 そば匠の佐藤和男さんを講師にして、そば粉を

小麦粉や水と混ぜ合わせてこね、延べ棒を使って伸ばし、そば包丁で切ってゆで、本場のた

れにつけて食べました。「おいしい！」という声がどの班からも聞かれ、先生方にも振る舞うこ

とができました。懇切丁寧に教えていただき、ありがとうございました。 

 

 

１月２３日（月）に村山市の教育施策の重点の一つになっている

ICT 教育推進事業に関わっての授業研究会が行われました。授業

者は１学年担任の大沼教諭です。児童一人一人に配付されたタブ

レット PC や電子黒板を効果的に活用した授業づくりに取り組みま

した。この日は算数科で広さの比べ方

を考える学習でした。先生は、電子黒

板で直接重ねて比べられない図を提

示しました。子ども達は、右上の写真のように、自分の考えを

電子黒板に直接書いていきます。さらに、学習のまとめとして、

左の写真のように、ペアになり PC を使って陣取りゲームをし

て理解を深めたところです。このように、あらゆる教科で効果

的な PC の使い方を全職員で探っているところです。 

 

 

 

 

 

地域の方を講師にお迎えして学びを深めました！ 
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